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十
月
十
九
日
、
安
房
小
学
校
五

年
生
の
児
童
三
十
一
人
と
遊
々
の

森
に
て
森
林
教
室
を
行
い
ま
し

た
。当

日
は
、
雲
一
つ
な
い
す
ば
ら

し
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
野
外
で
の

活
動
に
絶
好
の
日
和
で
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
森
林
の
働
き

や
周
辺
に
生
育
し
て
い
る
樹
木
の

解
説
を
行
っ
た
あ
と
、
動
く
こ
と

が
で
き
な
い
植
物
が
分
布
を
広
げ

る
た
め
の
工
夫
を
し
て
い
る
こ
と

を
体
感
す
る
た
め
、
種
子
が
ど
の

よ
う
に
飛
ん
で
い
く
の
か
タ
ネ
の

模
型
（
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ワ
ン
や
ア
ル

ソ
ミ
ト
ラ
）
を
使
っ
て
実
験
を
行

い
ま
し
た
。
児
童
一
人
ひ
と
り
が

自
分
達
で
模
型
を
つ
く
り
、
う
ま

く
で
き
た
タ
ネ
の
模
型
は
く
る
く

る
回
り
な
が
ら
落
ち
て
き
た
り
、

フ
ワ
フ
ワ
漂
い
な
が
ら
遠
く
へ
投

げ
た
り
し
て
児
童
達
は
夢
中
に
な

り
、
楽
し
そ
う
に
一
生
懸
命
に
飛

ば
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ス
ギ
の
人
工
林
内
へ

と
入
り
実
際
に
枝
打
ち
の
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
自
分
達
の
身
長
よ

り
高
い
所
に
あ
る
枝
を
枝
打
ち
鋸

を
つ
か
っ
て
、
交
代
し
な
が
ら
一

生
懸
命
に
切
っ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
を
は
さ
ん
だ
あ
と
に
は
、

丸
太
切
り
体
験
で
し
た
。
は
じ
め

は
、
な
か
な
か
コ
ツ
が
つ
か
め
ず

う
ま
く
切
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ

丸
太
を
切
る
ス
ピ
ー
ド
が
ど
ん
ど

ん
あ
が
っ
て
い
き
、
最
後
の
方
に

は
誰
が
早
く
切
れ
る
か
タ
イ
ム
ア

タ
ッ
ク
ま
で
始
ま
り
ま
し
た
。(

ト

ッ
プ
は
大
人
げ
な
く
も
署
の
職
員

で
し
た(

笑)

。)

種
子
飛
ば
し
、
枝
打
ち
、
丸
太

切
り
と
様
々
な
体
験
を
行
い
、
最

後
に
生
徒
達
に
「
今
日
一
日
の
体

験
で
な
に
が
一
番
面
白
か
っ

た
？
」
と
聞
く
と
「
全
部
>
」
と

と
て
も
や
り
が
い
が
あ
っ
た
な
と

感
じ
る
嬉
し
い
返
事
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。

今
後
も
、
児
童
一
人
ひ
と
り
が

森
や
木
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
、

思
い
出
に
残
る
よ
う
な
森
林
教
室

を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

十
月
二
九
日
、
屋
久
島
世
界
遺

産
地
域
連
絡
会
議
幹
事
会
が
、
鹿

児
島
県
庁
に
お
い
て
、
環
境
省
、

鹿
児
島
県
、
屋
久
島
町
、
九
州
森

林
管
理
局
関
係
者
が
出
席
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
議
題
は
、
科
学
委

員
会
ヤ
ク
シ
カ
Ｗ
Ｇ
で
出
さ
れ
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
、
本
土
で
も

行
わ
れ
て
い
る
各
種
の
シ
カ
捕
獲

方
法
、
希
少
植
物
被
害
対
策
、
シ

カ
生
息
密
度
及
び
シ
カ
捕
獲
指
標

密
度
の
検
証
等
に
つ
い
て
議
論
を

行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
科
学
委

員
会
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

十
月
二
六
日
、
屋
久
島
森
林
管

理
署
、
屋
久
島
森
林
環
境
保
全
セ

ン
タ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社(

山
の

神)

に
お
い
て
、
屋
久
島
署
管
内

で
事
業
を
行
う
署
等
職
員
、
屋
久

島
町
、
レ
ク
森
協
議
会
及
び
関
係

す
る
事
業
体
等
屋
久
島
の
森
林
に

関
わ
っ
て
業
務
を
行
う
者
が
一
堂

に
会
し
て
、
今
後
の
事
業
の
無
災

害
、
安
全
を
祈
願
す
る
「
安
全
祈

願
祭
」
を
行
い
ま
し
た
。
屋
久
島

森
林
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
が
神
事

を
行
う
神
社
は
、
白
谷
雲
水
峡
に

向
か
う
途
中
の
宮
之
浦
製
品
事
業

所
跡
の
近
く
に
あ
り
、
町
の
文
化

財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
通
称

「
牛
床
詣
所
（
う
し
ど
こ
も
い
し

ょ
）
」
と
言
う
信
仰
の
聖
地
に
あ

り
ま
す
。
こ
こ
は
、
古
く
か
ら
屋

久
島
の
山
岳
信
仰
の
「
岳
参
り
」

の
祈
り
の
た
め
山
に
詣
で
た
男
達

を
家
族
が
出
迎
え
る
場
所
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。
彦
火
々
出
見
命

（
ひ
こ
ほ
ほ
で
み
の
み
こ
と
）
＝

山
幸
彦
を
ま
つ
る
神
社
と
し
て
、

ま
た
、
一
品
宝
珠
大
権
現
（
い
っ

ぽ
ん
ほ
う
じ
ゅ
だ
い
ご
ん
げ
ん
）

と
も
呼
ば
れ
、
厚
い
信
仰
を
集
め

て
い
ま
す
。

屋久島西部地域における
ヤクタネゴヨウ生育調査（平成21年度）

**調査内容
ヤクタネゴヨウは､樹高 30m ､太さ 2m 以上にも達するマ

ツ科マツ属の常緑高木で､鹿児島県の種子島と屋久島にの
み自生する｡ここ数十年来､主にマツくい虫被害（マツ材線
虫病）による個体数の減少が著しく､自生木は種子島で約
200 本､屋久島で約 2000 本程度と推定され､その本数の少な
さから環境省レッドデータブックの絶滅危惧ＩＢ類(EN)に
指定されている｡
このような中､ヤクタネゴヨウの保護･保全に必要な分布

域及び生育地の環境等についての現状を明らかにするた
め､特に西部地域に重点をおき調査を行った｡なお､西部地
域に重点をおいた理由は､屋久島内のヤクタネゴヨウに分
布域の中で最も主要群落数､面積､本数が多く､様々な状態
の群落及び単木が多いからである｡
調査は､①ヤクタネゴヨウ群落プロット調査､②ヤクタネ

ゴヨウの単木モニタリング調査を実施した｡そして､前回
(平成 16 年度)からの経年変化を分析し､ヤクタネゴヨウ群
落や単木の動態について考察した｡
屋久島国有林内のヤクタネゴヨウの自生群落分布域は西

部地域､破沙岳南斜面､高平岳南斜面であり､既存分布域以
外での自生分布は確認されていない｡
また既往文献（田代 1923）によれば､南東部のモッチョ

ム岳にも過去には分布していたとの報告がある｡標高 500
～ 600m付近に 5～ 6個体が分布していたらしいが､現在そ
れらの個体は確認されていない｡

屋 久 島 生 態 系 モ ニ タ リ ン グ 森
林
教
室
（
安
房
小
学
校
）
の
開
催

屋久島の植物

ミヤマシキミ（実）
（ミカン科）

安

全

祈

願

本
州
以
南
の
山
地
に
分
布
す

る
常
緑
低
木
。
高
さ
一
㍍
前
後

で
、
樹
陰
に
生
え
、
ス
ギ
な
ど

に
も
着
生
し
て
い
る
。
雌
雄
異

株
。
晩
秋
に
赤
い
果
実
が
枝
先

に
ま
と
ま
っ
て
つ
く
。

花
期
四
～
五
月

果
期
十
～
十
一
月

安全祈願祭の様子

丸太切りに熱中する児童

枝打ち体験をする児童

屋
久
島
世
界
遺
産
地
域
連
絡
会
議

幹

事

会

の

開

催



■
ナ
ラ
枯
れ
と
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

近
年
、
日
本
海
側
を
中
心
に
ミ
ズ
ナ

ラ
、
コ
ナ
ラ
、
シ
イ
、
ア
ラ
カ
シ
な
ど
の
ブ

ナ
科
樹
木
が
赤
く
変
色
し
、
枯
死
し
て

い
く
現
象
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最

近
に
な
っ
て
、
太
平
洋
側
で
も
被
害
が

広
が
り
、
こ
れ
は
単
に
「
ナ
ラ
枯
れ
」
と

も
言
わ
れ
ま
す
。
当
初
、
酸
性
雨
に
よ

る
土
壌
酸
性
化
が
原
因
な
ど
ほ
か
の
原

因
が
疑
わ
れ
ま
し
た
が
、
森
林
総
合
研

究
所
や
被
害
地
の
研
究
機
関
等
の
地

道
な
調
査
研
究
に
よ
り
、
現
在
で
は
、

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ(Platypus

quercivorus)

と
い
う
、
キ
ク
イ
ム
シ
の
一

種
（
以
下
、
カ
シ
ナ
ガ
と
い
う
）
が
、
樹
木

に
穴
を
開
け
て
、
体
内
に
随
伴
す
る
菌

類(

カ
ビ
の
仲
間)

を
樹
体
内
で
繁
殖
さ

せ
樹
木
の
水
分
通
導
機
能(

土
壌
か
ら

水
を
吸
い
上
げ
る
機
能)

を
失
わ
せ
る

病
害
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
衰
弱
枯
死
の

直
接
の
原
因
は
こ
の
菌
（Raffaelea

quercivora

）
だ
っ
た
の
で
す
。

■
屋
久
島
の
現
状

こ
こ
屋
久
島
で
も
、
西
部
地
域
、
南

部
地
域
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
林
域
一

帯
で
一
部
分
赤
茶
け
た
枯
れ
が
目
立
つ

典
型
的
ナ
ラ
枯
れ
が
各
所
に
分
散
し
て

見
ら
れ
ま
し
た
。
被
害
森
林
の
中
に
入

る
と
、
枝
の
一
部
枯
死
、
樹
幹
か
ら
樹

液
が
漏
れ
出
て
い
る
個
体
が
多
数
見
ら

れ
ま
す
。
多
く
の
個
体
は
枯
死
ま
で
至

ら
ず
、
大
き
な
被
害
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
毎
年
、
各
所
で
少
し
づ
つ

被
害
が
発
生
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

実
は
、
屋
久
島
の
カ
シ
ナ
ガ
は
元
か

ら
島
に
い
た
と
の
説
が
有
力
で
す
。
つ
い

最
近
で
は
、
平
成
二
二
年
の
梅
雨
明
け

後
に
、
ナ
ラ
枯
れ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
の
被
害
拡
大
の
大
き
な
要
因
は
、

六
、
七
月
の
梅
雨
期
の
降
水
量
が
例
年

(

三
〇
年
平
均)

の
降
水
量
の
一
．
五
倍

か
ら
二
倍
あ
っ
た
の
に
対
し
、
翌
八
月
に

は
、
逆
に
例
年
よ
り
少
な
い
降
水
量
と

な
り
、
極
端
な
降
水
の
差
に
対
し
て
、

樹
木
へ
の
大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
現

れ
た
の
が
原
因
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

最
近
の
研
究
で
は
、
樹
種
等
に
よ
り

被
害
程
度
が
違
い
、
屋
久
島
に
な
い
ミ

ズ
ナ
ラ
、
コ
ナ
ラ
類
が
か
か
り
易
く
、
高

齢
の
大
径
木
に
発
生
し
や
す
い
、
地
上

か
ら
低
い
位
置
に
集
中
す
る
、
一
度
侵

入
し
た
個
体
へ
の
再
侵
入
は
少
な
い
な

ど
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
カ
シ
ナ
ガ

は
、
琉
球
列
島
や
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア

な
ど
に
分
布
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

屋
久
島
森
林
管
理
署
で
は
、
こ
こ
数

年
の
島
内
の
被
害
に
対
し
、
九
州
森
林

管
理
局
、
森
林
総
研
、
屋
久
島
町
等
と

と
も
に
被
害
調
査
、
経
過
観
察
を
行

い
、
被
害
の
推
移
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

実
は
、
こ
の
ナ
ラ
枯
れ
の
問
題
は
、
森

林
に
と
っ
て
も
っ
と
別
の
大
き
な
問
題

を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
島
内
各
地
で
被
害

が
拡
大
し
て
い
る
シ
カ
の
食
害
に
よ
る
森

林
生
態
系
や
農
林
作
物
な
ど
へ
の
被
害

と
の
関
係
に
お
い
て
で
す
。

■
シ
カ
と
の
関
係

樹
木
は
、
気
象
害
や
カ
シ
ナ
ガ
の
侵

入
な
ど
衰
弱
要
因
が
あ
る
と
根
株
付

近
か
ら
よ
く
萌
芽
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

減
少
し
た
枝
葉
を
補
う
た
め
、
萌
芽
に

よ
り
不
足
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
し
よ
う

と
す
る
の
で
す
。
カ
シ
ナ
ガ
に
入
ら
れ
感

染
・
衰
弱
し
た
樹
木
は
、
殆
ど
が
萌
芽

を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
西

部
地
域
な
ど
シ
カ
の
高
密
度
地
域
で

は
、
こ
の
根
萌
芽
が
き
れ
い
に
食
べ
尽
く

さ
れ
、
出
た
先
か
ら
加
害
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
二
重
の
ダ
メ
ー
ジ
は
、
樹

体
内
の
貯
蔵
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
徐
々
に
消

費
し
、
せ
っ
か
く
の
萌
芽
も
機
能
せ
ず
、

樹
体
に
と
っ
て
は
衰
弱
の
原
因
と
な
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
、
つ
い
に
は
病
害
虫
へ

の
抵
抗
力
が
無
く
な
る
こ
と
や
枯
死
に

至
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

病
害
に
よ
る
枯
死
や
風
倒
木
と
な
っ
た

跡
は
空
間
が
で
き
、
林
床
に
は
、
土
壌

中
の
種
子
や
周
辺
樹
木
か
ら
の
種
子
供

給
に
よ
り
、
一
斉
に
稚
樹
が
発
芽
し
ま

す
が
、
シ
カ
に
よ
り
、
後
継
稚
樹
ま
で
摘

み
取
ら
れ
、
本
来
の
植
生
遷
移
に
移
行

す
る
に
は
至
ら
な
い
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
示
す
よ
う
に
、
西
部

地
域
等
の
林
床
で
は
、
希
少
植
物
や
後

継
稚
樹
な
ど
下
層
植
生
の
な
い
林
床
と

な
り
、
不
嗜
好
植
物
の
み
の
単
純
な
林

床
が
増
え
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
カ

シ
ナ
ガ
の
ア
タ
ッ
ク
だ
け
な
ら
個
体
の
抵

抗
力
で
何
と
か
対
応
で
き
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
シ
カ
の
継
続
的
食
圧
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
現
象
は
、
本
来
起
こ

る
べ
き
様
々
な
生
物
間
相
互
作
用
を
分

断
し
、
単
純
化
が
予
想
さ
れ
、
屋
久
島

の
森
林
生
態
や
遷
移
に
重
大
な
結
果

を
招
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
全
国
の
シ
カ

激
害
地
で
は
、
森
林
の
裸
地
化
、
土
砂

崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
箇
所
が
、

現
実
に
多
く
存
在
し
ま
す
。
屋
久
島
の

森
林
が
、
そ
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況

に
な
ら
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
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《

ど
っ
ち
も
同
じ
鳥
?

》

秋
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
庭
先
か
ら
「
ヒ

ッ
・
・
、
ヒ
ッ
・
・
」
と
、
よ
く
通
る
鳴
き
声

が
聞
こ
え
た
ら
・
・
・
。
そ
れ
は
、
も
う
冬

鳥
が
や
っ
て
き
た
合
図
で
す
。
こ
の
鳴
き

声
の
主
、
日
本
全
土
に
冬
鳥
と
し
て
渡

来
す
る
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
は
、
屋
久
島
で

も
十
月
中
旬
く
ら
い
か
ら
姿
を
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
鳥
は
、
雄
と

雌
で
は
容
姿
が
ま
っ
た
く
異
な
り
、
一

見
す
る
と
違
う
鳥
の
よ
う
に
も
見
え
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
雌
雄
で
何
ら
か
の
性

質
に
大
き
く
違
い
が
で
る
こ
と
を
「
性せ

い

的
二
型
」
と
い
い
、
動
物
界
に
お
い
て
は

て
き

に

け
い

多
く
の
種
に
み
ら
れ
ま
す
。
屋
久
島
の

野
鳥
で
は
、
一
年
を
通
し
て
身
近
な
イ

ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
農
耕
地
や
林
縁
で
見
ら

れ
る
キ
ジ
、
夏
鳥
の
キ
ビ
タ
キ
や
冬
鳥

の
カ
モ
類
等
に
、
こ
の
現
象
（
雌
雄
間
の

形
態
的
差
異
）が
み
ら
れ
ま
す
。

屋

久

島

の

野

鳥

屋
久
島
に
お
け
る
カ
シ
ノ
ナ
ガ

キ
ク
イ
ム
シ
に
よ
る
ナ
ラ
枯
れ

及

び

シ

カ

害

と

の

関

係

屋久島（尾之間）月別気象データ
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発生した萌芽へのシカ食害
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